について は 近頃 出版した 拙著 『海の 物理学』 に その 

梗 1 を 述べて おいた。 なお 直接 水産 方面に 関して、 自 

分の 知っている だけの 僅少な 例 を 挙げてみ ると、 第一 

に 漁具 ことに 網の 研究で ある。 各種の 網 糸の 強弱 弾性 

やその 温度 湿度に よっての 変化と か、 網に 付ける 浮標 

の 浮力、 浸水の 度 やその 耐圧 度と か、 あるいは 網 面に 

当る 潮流の 抵抗の 研究と か、 いずれも 物理学、 力学の 

応用に よって 解決 せらるべき 問題で ある。 次に 太陽 や 

燈 火の 光が 海中に 入り込む 程度 は 漁業 上 重要な 問題で 

あるが、 これ を 要するに 光学 上の 問題に 帰着す る。 上 

層と 下層に おける 魚類の 色 を 自然淘汰 によ つ て 説明し 



もう 少し 基礎的 科学の 研究 を 重んじ、 また これ を 応用 

しょうと いう 場合に は、 少し 気 を 永く して あまりに 急 

な 成 効 を 期待し ないように しなければ ならぬ と 思われ 

る。 

また 物理学 を 修めて 後 各種の 実務に 従事す る 人 は、 

物理学 は 単に 机上の 学問ではなくて、 到る 処に 活用の 

途の ある 学問 だとい う 事 を 忘れず、 新しい 応用 方面の 

開拓に 尽力され たい ものである。 

(大正 二 年 三月 『理 学界』) 
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